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１．はじめに

本稿は「カプセルトイ販売機」の製作過程とその

成果を記し，活動を通じて得た学びを広く共有する

事を目的とする．

２．製作の背景

幼少期より工作が好きで，作品を通じ両親が「笑

顔」になる事に達成感とものづくりが持つ魅力を感

じていた．専門学校では機械知識や設計ツールの習

得など技術的な学びを進める一方，ものづくりを通

じて社会に貢献する「プロ」としての自覚を強く持

つようになり，ものづくりの対象が「自分の為」だ

けではなく「世の中の為」へと広がった．

改めて，自身のものづくりの原点である「人を笑

顔にするものづくり」を通じて，コロナ禍において

も，クラスメイトや先生方の笑顔を生み出し，心が

繋がる製作を実践し，その過程において自身の機械

技術の習得と人間性の向上を図ることを目的とし，

カプセルトイ販売機の製作を行った．

３．計画策定

製作にあたり，以下の目標設定を行った．

Q：品質の視点 
広い世代に親しみやすい「昭和レトロ」な販売

機をモチーフとして，実際に使用する事ができ，

使用時におけるユーザの怪我や破損が無い事． 
C：コストの視点 
学校の機材（３D プリンタ、レーザ加工機）を 
用いて，市販されている販売機のコスト（最安 

5,300 円）以下の金額で製作を実現する事． 
D：納期の視点 
６か月で製作を完了し，クラスメイトとの交流

の機会を生み出し，且つ製作の成果を自身の就

職活動での自己アピールへと繋げる事．

４．設計

前述の QCD を達成するにあたり，改善設計を含

めた設計期間は３か月と設定し，市販のカプセルト

イ販売機や，段ボールの工作玩具を調査し具体的な

構造設計を行った．設計には授業で使用する３次元

CAD（Autodesk Fusion360）を用いて，放課後や授

業の空き時間，自宅にて作業を行った．設計した３

次元のCAD データを図１に示す． 

図１．Fusion360 で設計した初期の３次元データ 

販売機の設計において，コインによるノブの回転

機構は特に重要な機械要素である．段ボール玩具や

無通電の機械的な販売機の構造を参考とし，コイン

を入れる事でカプセル排出を即す，ノブの回転機構

を検討した．その構造の詳細を図２に示す．

 図２．コインによる回転機構部

<作品サイズ> 
幅 ：281mm 
奥行：281 mm 
高さ：546 mm 



 
５．デザインレビュー

設計完了後，部品製作前にデザインレビューを教

員と実施した．その際に 43 点の課題を抽出し，一

つずつ改善設計を行った．改善設計による設計変更

箇所は 62 か所に及んだが，特に大きな課題は２点

あり，以下にその概要を示す．

（１）生産性

学科で保有する加工機を前提に設計を行った際，

３Dプリンタで出力可能な「部品サイズ」の制約と，

材料の熱収縮による「部品変形」が発生した．部品

分割を再考し，部品を小型化する事で熱収縮を抑え，

出力可能なサイズに変更した．一例を図３に示す． 

図３．部品分割の再考

（２）組立て性

３次元 CAD においては構造として成立をしてい

るが，実際の組み立てにおいてはスペースが少なく，

汎用工具が使用できない部位が発生し，改めて作業

スペースの見直しが必要となった．図４で示す様に，

実際の工具を３次元モデル化し，「３次元CAD の画

面内」で作業のスペースを確認出来る様に工夫した． 

  図４．作業スペースの確保

６．部品加工と組み立て

３次元 CAD で設計した各部品を３D プリンタと

レーザ加工機にデータ転送し，部品加工と組立てを

行った．主材料は ABS とアクリル板を使用し，材

料費4,800円，製作期間も６か月と目標を達成した．

完成した３次元データとその作品を図５に示す．

図５．完成した３次元データと作品

７．活動による学びと成果

本製作の活動を通じた学びを以下に纏める．

・予め目標を設定しPDCA を回す事で，製品の完 
成度が向上し，且つ自己成長へと繋がる事．

・ものづくりは一人では出来ない．設計者は構造

の成立性だけではなく，次工程も尊重する事． 
・62 回の設計変更は，職場では大きなロスを生む 
為，この経験を自身のノウハウとして活かす事． 

８．最後に

製作完了後にクラスメイト全員でカプセルの中

身を製作した．作品を通じてクラスメイトの笑顔を

生み出し，仲間との絆を更に深める事が出来た．ま

た本製作活動に対し Autodesk 社の取材受け，取組

みを広く共有頂くと同時に，貴重な学びの場を得る

事が出来た．今後もこの経験を活かし，人を笑顔に

するものづくりを通じて，社会に貢献していきたい． 
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